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冷凍ショーケースの下部に吸込口を設け、コールドアイルが形成されないように冷気を回収します。回収した冷気

は、別のエリアの冷房に用いたり、還気ダクトに戻し空調機の負荷を減らすことで省エネルギーが図れます。

下部吸込口から冷気を吸い込むことで、コールドアイルはほとんど解消することができました。また、所要冷凍

能力の約70%の冷熱（冷凍ショーケース1台[ケース間口6尺] 当たり2.9kW）を回収することができました。

スーパーマーケットにおいて、冷蔵・冷凍ショーケースの設置されている通路は、ショーケースから漏れた冷気

がたまり温度が低下します。この現象をコールドアイルと言います。この現象により温熱環境が悪化し、その結

果、集客にも大きな影響を与えます。また、冷気が漏れることにより、消費エネルギーも増加してしまいます。

そこで、コールドアイルを解消するとともに、消費エネルギーを削減するシステムを提案し、解析と実大実験に

より検討を行いました。

検討した方式の概念図
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実大実験状況

CFD解析による検討例
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